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日ごろより新潟市歴史博物館みなとぴあ企画事業の広報にご協力をいただき

感謝申し上げます。 

さて、当館では４/１１(土)から企画展示室にて「新潟の街角‐斎藤應志が描

いた昭和３０年代の新潟－」展を開催します。斎藤應志(さいとうおうし)は中

条町(現胎内市)生まれで、新潟市内の学校で美術教師をしていたこともある画

家です。本展では斎藤應志が主に昭和３０年代に描いた風景画を、当時の街並

みの写真や現在の風景写真を織り交ぜながら紹介します。 

詳しくは別紙の通りですので、周知等についてご協力下さいますようよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

新潟市歴史博物館企画展 

 

新潟の街角  
～斎藤應志が描いた昭和３０年代の新潟～ 

－４/１１より開催－ 

 

〈問合せ先〉 

新潟市歴史博物館 みなとぴあ   

担当：学芸課 藍野・中村 

TEL 025-225-6111  FAX 025-225-6130 



新潟市歴史博物館 みなとぴあ
〒951-8013 新潟市中央区柳島町２‐10
TEL.025-225-6111　FAX.025-225-6130

E-mail museum@nchm.jp
U R L https://www.nchm.jp
X：@minatopia　Instagram：@nchm_minatopia

市役所の見える柾谷小路 （1958年）
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新潟市歴史博物館  本館1階企画展示室

会期中の休館日 毎週月曜日（5/4は開館）、5/7（木）

観覧料 一般：500円　大学生・高校生300円　
中学生・小学生200円（常設展示観覧料を含む）
※小中学生は土・日・祝日無料　※団体（20名以上）は2割引
5月18日（月）の国際博物館の日に伴い、5月17日（日）は観覧料無料です。

（土） （日）２０２６ 6．74．11

主催：新潟市歴史博物館

市役所の見える柾谷小路 （1958年）
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【 バス 】 新潟駅バスターミナルより
○路線バス
　①≪萬代橋ライン－青山方面行≫ ６分「本町」下車、乗り換え徒歩５分、
　　≪東堀通線－入船営業所行≫「東堀通七番町」から乗車８分、「歴史博物館前」下車すぐ
　②≪柳都大橋線－入船営業所行≫ 12分、「湊町通二ノ町」下車、徒歩８分 
○観光循環バス　約40分「歴史博物館前」下車すぐ
【タクシー】 新潟駅より約10分
【 お車 】 新潟バイパス紫竹山ＩCより約15分（駐車場：73台収容可能）
【 信濃川ウォーターシャトル 】 敷地脇より発着

新潟市歴史博物館 みなとぴあ
〒951-8013 新潟市中央区柳島町2-10
Tel. 025-225-6111   Fax. 025-225-6130
E-mail museum@nchm.jp
URL https://www.nchm.jp 
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斎藤 應志（1903－81）は中条町（現胎内市）生まれの洋画家です。新潟
師範学校を卒業後、新潟市の高等小学校に勤務しながら様々な絵画展
に出品し、また県展の前身である新潟県展では企画・運営にも携わりま
した。戦後は昭和37（1962）年まで新潟市の中学校の美術教諭として教
鞭をとり、その後、画業に専念し、多くの個展を開催しました。
このたび、当館では斎藤應志が描いた新潟の風景画を一括して寄贈い
ただきました。主に昭和30年代に描かれたこれらの風景画からは、風景
の変わりゆく瞬間を作品に写し取ろうとした作家の思いが感じられ、半
世紀を経た今、一層強く私たちにその変化を語りかけます。
本展では、当時の街並みや現在の風景写真を織り交ぜながら斎藤應志
の風景画を紹介します。

❶スペシャルトーク
　「斎藤應志さんの絵とくらし」
日時：5月10日（日）
　　 午後２時～3時半
ゲストスピーカー：
        大倉宏氏（美術評論家）・
        岡部安曇氏（作品管理人）
会場：本館２階セミナー室
定員：80名
        （申し込み多数の場合は抽選）
参加費：無料  要申し込み 
申し込み締切： 4月30日（木）必着

❸こどもむけワークショップ
ぬいぐるみおとまり会
「さいとうおうしさんの絵と博物館のおしごと」
あなたのお気に入りのぬいぐるみが、あなたの
代わりにみなとぴあにおとまりし、
さいとうおうしさんの絵を見たり、博物館の
裏側を訪ねたり、仕事をたいけんします。
ぬいぐるみたちの様子を写真にとって、お迎えの時にアルバムをプレゼントし
ます。
そして、あなたもぬいぐるみの送り迎えにあわせて、さいとうおうしさんの絵
を楽しんでみましょう。
対象：ぬいぐるみを連れて、下記両日とも参加できる４歳から小学6年生まで   
          10名（申し込み多数の場合抽選）
集合日時：５月30日（土）午後2時（ぬいぐるみお預かり後、午後3時解散予定）
お返し日時：５月31日（日）午後3時～5時の間
申し込み締切：５月19日（火）（必着）
参加費：無料　要申し込み
（付き添いの方の展示観覧には観覧券が必要です）

メールまたは申し込みフォームに①～④を明記して博物館までお申し込みください。
①参加希望のイベント名　②氏名（ぬいぐるみおとまり会は年齢も）　
③住所　④連絡先電話番号
※応募者多数の場合は抽選となります。
※メールまたはフォームでの申し込みに不都合がある方は
　電話にてお問い合わせください。

おうし

関連イベント

イベント申し込み方法

❷ミニレクチャーシリーズ
　「描かれた昭和30年代新潟」
斎藤應志が描いた昭和30年代の新潟
の街並みや出来事などを、歴史的な視
点から紐解くレクチャーシリーズです。
①４月18日（土）：「街並み」
②４月25日（土）：「萬代橋」
③５月16日（土）：「みなと」
④５月23日（土）：「災　害」
いずれも午前11時から（30分程度）
会場：本館2階セミナー室
参加費：無料  申し込み不要 当日会場へ

万代橋（1957年）

昭石噴煙（1964年） 

硫酸会社の見える工場（1957年）

波よけづくり（1959年）

申し込みフォーム


